
震災対応基本マニュアル（チアリーディングスクール・フィットネス用）

■■■■屋外で揺れを感じた場合屋外で揺れを感じた場合屋外で揺れを感じた場合屋外で揺れを感じた場合

■■■■屋内で揺れを感じた場合屋内で揺れを感じた場合屋内で揺れを感じた場合屋内で揺れを感じた場合

■一次避難
・レッスン・イベント中断
・身の安全をはかる
・窓ガラスから離れる
・安全な場所（ｸﾞﾗﾝﾄﾞ中央部等）に集合
（壁や照明付近ＮＧ）
※※※※毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる

■二次避難
揺れが収まったら頭を守り、安全な屋外へ避難
・先頭1名・最後尾1名
・出欠簿・救急箱・避難袋・ AEDを持参し建物から離れる
（AEDは未設置会場のみ持参）

※※※※大声かつ冷静に誘導する大声かつ冷静に誘導する大声かつ冷静に誘導する大声かつ冷静に誘導する

■点呼
・ケガの有無確認
・必要であれば応急手当・119通報

・ラジオ等で状況確認
・親と生徒を引き合わせる
※荷物を取りに施設内に戻る際は、施設管理者の
指示に従う
※余震に注意

■一次避難
・レッスン中断（館内放送に従う）
・身の安全をはかる
・窓ガラスから離れる
・安全な場所（壁際を避け、物が落ちてこない）に集合
・天井に照明がある場所等はさける
※※※※毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる

■二次避難
・揺れが収まったらすぐに戸や窓を開け出口を確保し
頭を守り、安全な屋外へ避難
・先頭1名・最後尾1名
・出欠簿・救急箱・避難袋・ AEDを持参し建物から離れる
（AEDは未設置会場のみ持参）

※※※※大声かつ冷静に誘導する大声かつ冷静に誘導する大声かつ冷静に誘導する大声かつ冷静に誘導する

■点呼
・ケガの有無確認
・必要であれば応急手当・119通報

・ラジオ等で状況確認
・親と生徒を引き合わせる
※荷物を取りに施設内に戻る際は、施設管理者の
指示に従う

※余震に注意

■■■■火災が発生した場合火災が発生した場合火災が発生した場合火災が発生した場合

■一次避難
・レッスン中断
・館内放送に従い避難
・口鼻に布等をあて、火元から遠く煙の来ない
ﾙｰﾄを通り、低い姿勢で屋外の安全な場所へ避難
※※※※毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる毅然たる態度で生徒の気持ちを落ち着かせる

■点呼
・ケガの有無確認
・必要であれば応急手当・119通報

・親と生徒を引き合わせる

■■■■地震後のスクール再開地震後のスクール再開地震後のスクール再開地震後のスクール再開 ｏｒｏｒｏｒｏｒ 中止の判断基準中止の判断基準中止の判断基準中止の判断基準 （基本、震度（基本、震度（基本、震度（基本、震度5弱以上でスクール中止した場合の対応）弱以上でスクール中止した場合の対応）弱以上でスクール中止した場合の対応）弱以上でスクール中止した場合の対応）

■再開の場合（原則、現場のインストラクター＆施設管理者判断に委ねる）
（おおよその目安）
震度・・・震度4以下

施設の被害状況・・・問題なし
周辺の被害状況・・・問題なし
交通機関ﾏﾋ状況・・・ﾏﾋなし
ﾗｲﾌﾗｲﾝ状況・・・問題なし

■中止の場合
震度・・・震度5弱以上

施設の被害状況・・・施設管理者判断による
周辺の被害状況（生徒の居住地ｴﾘｱの被害も確認）・・・被害あり
交通機関ﾏﾋ状況・・・ﾏﾋあり
ﾗｲﾌﾗｲﾝ状況・・・停電等あり

■■■■生徒の帰宅について生徒の帰宅について生徒の帰宅について生徒の帰宅について

保護者と連絡が取れない場合、ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ（以下ｲﾝﾄﾗ）判断により、最寄避難所、または仙台が安全な場合は仙台保護者と連絡が取れない場合、ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ（以下ｲﾝﾄﾗ）判断により、最寄避難所、または仙台が安全な場合は仙台保護者と連絡が取れない場合、ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ（以下ｲﾝﾄﾗ）判断により、最寄避難所、または仙台が安全な場合は仙台保護者と連絡が取れない場合、ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ（以下ｲﾝﾄﾗ）判断により、最寄避難所、または仙台が安全な場合は仙台（弊社事務所等）（弊社事務所等）（弊社事務所等）（弊社事務所等）へお連れする場合がありますへお連れする場合がありますへお連れする場合がありますへお連れする場合があります

保護者が会場にいる場合 保護者へ引き渡し

保護者が会場にいない場合
保護者へメールで
生徒の安否を連絡

（メールがつながる場合

連絡取れた場合連絡取れた場合連絡取れた場合連絡取れた場合

連絡取れない場合連絡取れない場合連絡取れない場合連絡取れない場合

迎えが来るまでｲﾝﾄﾗと一緒に安全な場所で待機

ｲﾝﾄﾗと安全な場所で待機

連絡取れたが迎えに来られない場合連絡取れたが迎えに来られない場合連絡取れたが迎えに来られない場合連絡取れたが迎えに来られない場合
（迎えの手段がない）（迎えの手段がない）（迎えの手段がない）（迎えの手段がない）

・保護者と相談の上、生徒友人の保護者へ預ける
・保護者と相談の上、ｲﾝﾄﾗと共に最寄の避難所待機
※または仙台が安全な場合のみ仙台へつれて帰る
（会場に張り紙会場に張り紙会場に張り紙会場に張り紙）
例）●さん×ｲﾝﾄﾗと共に▲避難所へ移動 連絡先記載

■■■■現場との連絡手段現場との連絡手段現場との連絡手段現場との連絡手段

地震避難の鉄則：「安全に避難」地震避難の鉄則：「安全に避難」地震避難の鉄則：「安全に避難」地震避難の鉄則：「安全に避難」

火災避難の鉄則：「素早く避難」火災避難の鉄則：「素早く避難」火災避難の鉄則：「素早く避難」火災避難の鉄則：「素早く避難」

／津波避難の鉄則：「すぐに高台へ避難」／津波避難の鉄則：「すぐに高台へ避難」／津波避難の鉄則：「すぐに高台へ避難」／津波避難の鉄則：「すぐに高台へ避難」

●各クラス毎に『災害時専用』の携帯電話番号＆メールアドレスをお知らせします。（災害時以外は、通常通り会社メールアドレスへご連絡下さい）
また、状況により、イントラの個人携帯アドレスからご連絡する場合があります。メール到着遅延も考えられるため、メールには送信日時メールには送信日時メールには送信日時メールには送信日時を入力します。
イントラ送信例） 『3/11 15：：：：00送信送信送信送信 MMﾋﾞﾙにて被災、ｱｸｱｸﾗｽ生徒全員無事。ｲﾝﾄﾗ加茂・小野と共に▲避難所にいます。お迎えお願いします。返信はこのｱﾄﾞﾚｽまで』
保護者送信例） 『3/11 15：：：：30送信送信送信送信 ｱｸｱｸﾗｽ●●の母です。通行止めになりお迎え不可。迎えが可能になるまで子供を預かっておいて下さい』

●災害用伝言ダイヤル171の活用（被災地への通話がつながりにくい状況になった場合、サービスが提供されます ）
・被災した場合、災害伝言ダイヤル171にメッセージを吹き込みます。＊弊社からの登録専用として利用
イントラ録音例） 『 MMﾋﾞﾙにて被災、ｱｸｱｸﾗｽ生徒全員無事。ｲﾝﾄﾗ加茂・小野と共に▲避難所にいます。お迎えお願いします』

・伝言を確認する際の電話番号・・・「022-298-5360」＊通常は弊社FAX番号になっている回線です。こちらにお電話されてもつながりませんのでお気をつけ下さい。

●仙台の事務所機能がダウンしなかった場合は、会社のメールアドレスからもご連絡させていただきます。golden_angels@mail.rakuten.com angels-jr@infoseek.jp

・状況により生徒友人の保護者へ預ける
・状況によりｲﾝﾄﾗと共に最寄避難所待機
※または仙台が安全な場合のみ
仙台へつれて帰る（会場に張り紙会場に張り紙会場に張り紙会場に張り紙）

例）●さん×ｲﾝﾄﾗと共に▲避難所へ移動
連絡先記載

ﾚｯｽﾝ時には、保護者緊急連絡先リスト・近隣病院リスト・
近隣避難所地図・ﾗｼﾞｵ付懐中電灯等を持ち歩きます。

生徒の安全を一番に考え行動致します。
災害時は連絡がなかなか取れないと思われますので、災害時は連絡がなかなか取れないと思われますので、災害時は連絡がなかなか取れないと思われますので、災害時は連絡がなかなか取れないと思われますので、
保護者の皆様も慌てず落ち着いて行動して下さい。保護者の皆様も慌てず落ち着いて行動して下さい。保護者の皆様も慌てず落ち着いて行動して下さい。保護者の皆様も慌てず落ち着いて行動して下さい。


